
■研修名：令和５年度 基礎技術研修（水文）

■実施日：令和５年１２月１２日（火）～１３日（水）

■目 的：治水計画等における水文観測の重要性、水文観測の基礎や水文観測機器の特徴や保守、

Ｈ－Ｑ作成の基礎などの水文観測の幅広い知識を流量観測(高水・低水)実習もまじえて習

得を図るための基礎技術研修を行った。

■受講者：１９名（係員１７名、係長以上２名）

■評価点：アンケート結果 研修生からの評価では平均８６．９点と高評価

■意 見

・講義時間との兼ね合いもあるが、実データからＨ－Ｑ曲線を描いてみる実習があればよかったと思う。

・座学全般であるが、時間が短くペースが早いと感じた。

・演習等を追加すれば、より理解が深められるのではないかと感じた。

・ADCPを用いて、実際に流量観測しているシーン（映像など）があれば、よりすごさが伝わったのではないか

と感じた。
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